【目的】ヒトに対する混合ハーブエキス(mixed herbal extract: MHE)の抗糖化作用をプラセボ対照二重盲検並行群間比較試験にて 検証することを目的とした。MHEはAnthemis nobilis(ローマカミツレ、カモミール)、Crataegus oxyacantha(セイヨウサンザシ)、 Houttuynia cordata(ドクダミ)およびVitis vinifera(ブドウ)葉の熱水抽出物から調製されている。また、MHEのQOLに及ぼす影 響についても検討した。 【方法】2型糖尿病予備群(HbA1c 5./日(エキス固形分と して)、対照群ではプラセボを8週間摂取した。 【結果】抗加齢QOL共通問診票(Anti-Aging QOL Common Questionnaire: AAQol)の項目は、「筋肉痛・こり」「頭痛」「怒りっ ぽい」「人と話すのが嫌」「ど忘れをする」「容易に判断できない」が群間解析で試験群での有意なスコア改善を認めた (p<0.05)。糖代謝については血糖、HbA1c、グリコアルブミン、インスリンには有意な変化は認められなかった。糖化反応中間 体である3-デオキシグルコソン(3-deoxyglucosone: 3DG)および最終糖化反応生成物(Advanced Glycation Endproducts: AGEs)のうち、血中ペントシジン(pentosidine)、カルボキシメチルリジン(N ε -(carboxymethyl)lysine: CML)のいずれも試験群 で8週後に有意な変化は認められなかった。しかし、サブクラス解析の結果、HbA1cの基準値5.9%以上の例では対照群で CML上昇がMHEの摂取により有意に抑えられることが群間解析により示された(p<0.05)。酸化ストレスマーカーのうち尿中 イソプラスタン(isoprostane)と8-OHdG(8-hydroxy-2'-deoxyguanosine)は試験群で有意な変化を認めなかった。キュート メーター(Cutometer)による皮膚弾力指数(R2)は対照群で4週後から有意に低下したが(p<0.05)、試験群で弾力性低下が緩 徐に保たれた。有害事象のうち、本試験品と因果関係があると認められるものはなかった。 【結語】MHEはヒトにおいて糖代謝異常に伴って産生されるAGEsのうちCML産生を抑制し、自覚症状を改善することが示唆さ れた。また、8週間の連続摂取においても高い安全性を有するものと考えられた。 抄録
( 2 ) 
Subjects: n = 13 (Test Group), n = 12 (Control Group) Measured values: average value ± standard deviation *: p < 0.05 Comparison with the control group (Mann-Whitney U) **: p < 0.01 Comparison with the control group (Mann-Whitney U) #: p < 0.05 Comparison with before consumption (Wilcoxon signed-rank test) (Fig. 2) 
16.05±4.25ng/mL → 8週後16.18±2.20ng/mL(p=0.887)と有 意な変化なく、対照群で3DG前値14.76±2.81ng/mL → 8週後 17.08±2.87ng/mL(p=0.009)と有意上昇を認めた。これらの変 化には群間差の有意傾向があった(p=0.094) (Fig. 3) 
